
 1 

平成２８年度 第４回美篶地域協議会会議録 

開 催 日 平成２９年３月２４日（金） 

開 催 時 間 開 会 午後６時３０分 閉 会 午後７時４０分 

開 催 場 所 美篶きらめき館 第１・２会議室 

委員の出欠 

 

出席１８名 

欠席 ２名 

 委員氏名   委員氏名   委員氏名  

1 伊藤 久志 出 ８ 吉田 宮雄  15 丸田 旭雄 出 

2 春日 松未 出 ９ 矢野 正明 出 16 伊藤由紀子 出 

3 北原  清 出 10 伊藤  渡 出 17 伊藤  明 欠 

4 矢島 莊衛 出 11 黒河内 仁 出 18 北原さつき 欠 

5 山崎  勝 出 12 遠山  豊 出 19 黒河内 浩 出 

6 根津 二郎 出 13 渋谷  明 出 20 白鳥 敏明 出 

7 小松 千里 出 14 山岸眞由美 出    

署名委員 矢島 莊衛 山岸眞由美  

委員以外 

の出席者 

 なし 

 

市 側 の 

出 席 者 

 なし 

 

出席した 

事務局職員 

美篶支所長  伊藤 厚 

協議事項 

 

１ 平成 29年度伊那市協働のまちづくり交付金事業の審査 

２ 協議事項 

（１）美篶地区の課題について 

   ・美篶駐在所について 

３ その他 

 

配布資料 １ 平成 28年度伊那市協働のまちづくり交付金事業一覧 

２ 平成 29年度伊那市協働のまちづくり交付金事業計画書兼申請書一覧 

３ 伊那警察署美篶駐在所について 
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■概要 

１ 開  会  小松副会長 

 

２ あいさつ  伊藤会長 

 

３ 会議録署名人の指名について 

（会長） 

矢島莊衛委員、山岸眞由美委員を指名。 

 

４  平成 29年度伊那市協働のまちづくり交付金事業の審査 

 

（会長） 

それでは、平成 29 年度伊那市協働のまちづくり交付金事業の審査をお願いしたいと思

いますが、はじめに事務局から説明をお願いします。 

（事務局） 

平成 28年度伊那市協働のまちづくり交付金事業一覧、平成 29年度伊那市協働のまちづ

くり交付金事業計画書兼申請書一覧について一括説明。 

（会長） 

 審査の前に、事務局の説明に対し質問等ありましたらお願いします。 

（委員） 

区独自事業の上限２０万円というのは、年度でなく一団体２０万円ということか。 

（事務局） 

 はい。そうです。 

（委員） 

前年度の桜関係の審議の時に六道の堤の桜について検討したらという話があったかと思う

が、どうなったか。 

（事務局） 

 関係者に協働のまちづくり交付金の案内をして検討いただいたが、他の補助金の絡みもあり

29年度は見送るということでありました。 

 実はこの他にも、ある区の歴史的な調査、また、春の高校伊那駅伝について美篶地区と

して何らかの形で応援できないかという動きがありましたが、いずれも申請には至らなか

ったということです。 

（会長） 

 他に質問等はよろしいでしょうか。 

（な し） 

（１）笠原区誌刊行事業 

（会長） 

 それでは、一件ずつ審査していきたいと思います。まず、笠原区誌刊行事業についてお願
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いします。 

（委員） 

 昨年に引き続いてのことであり、上限も決めておりますので採択で良いと思います。 

（会長） 

 昨年、区のことは平等性の面からも上限を決めましたので、継続事業として残りの１０

万円を認めることでよろしいでしようか。 

（異議なし） 

（会長） 

 それでは、この件については採択といたします。 

 

（２）美篶地区の桜の名勝を活用した地域活性化事業 

（会長） 

 それでは次に、美篶地区の桜の名勝を活用した地域活性化事業についてお願いします。 

（委員） 

 説明ではライトアップの数を増やすということだか、事業費は去年より少ない申請にな

っているが大丈夫か。 

（事務局） 

 昨年に比べＬＥＤ灯光器の購入が２台少ないこと、また、資材等は昨年のものが使える

ことから減額になっています。 

（委員） 

 桜を活用した地域活性化に重点をおいているので、継続していくべきと思う。また、ハ

ード面だけでなく、今後は住民が集うことを考えていかなければいけない。先ほど説明が

あったとおり、まずは点灯式や桜守りによる講習会など実施し、だんだんに地域住民に名

勝をピーアールできたらと思います。 

（会長） 

 先日の協働のまちづくり交付金事業報告会でも、地域の関わり方が重視される発表であ

ったので、そうした点も踏まえて取り組んでいかなければならないと思います。 

 それではこの件については、継続事業であり採択でよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

（会長） 

 それでは、この件については採択といたします。 

 

（３）まほら伊那いいとこ百選に選定の下県の桜トンネルを活用した地域活性化と地区の 

絆を高める事業 

（会長） 

 次に、下県の桜に関する事業について審査をお願いします。 

（委員） 

 この件についても継続して採択で良いと思います。 
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（会長） 

 採択することで、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

（会長） 

 それでは、この件については採択といたします。 

 

（４）美篶小学校資料館整備と周辺整備事業 

（会長） 

 それでは次に、美篶小学校の資料館整備事業についてお願いします。 

 昨年の審査では、展示ケース４台の希望に対し２台を認め、残りは次年度に送るという

ことであったかと思いますが、どうでしょうか。 

（委員） 

 大切な資料館ですので、少しずつ整備していくことが大切だと思う。 

（委員） 

 昨年同様、展示ケース２台を認めるということで良いのではないか。 

（会長） 

 展示ケース２台分とその他の事業分を認めることでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

（会長） 

 それでは、この件については採択といたします。 

 

（５）三峰川河川環境整備事業 

（会長） 

 最後に、三峰川河川環境整備事業についてお願いします。 

（委員） 

 以前は、天竜川上流河川事務所の予算で作業道と大きな木の伐採はやっていたが、今は

どうか。 

（事務局） 

作業道については天竜川上流河川事務所の予算で今年もやっていただいています。伐採

は、当日は大勢の人が参加するため危険であることから、事前に美篶地区の専門の方に河

川環境整備の予算の中でお願いしています。 

（委員） 

 三峰川橋の下流は新ゴミ処理施設の関連できれいになったが、上流が生い茂ってきているの

で、観光の面からもやってほしい。 

（事務局） 

 現在手を入れている芦沢地区の整備に後一年ほどかかる見込みであり、その後ということに

なると思います。 

（委員） 
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 今の状態では森になっていくのが見えており、深刻な水害等が心配されるので、国交省

に強く要望していくことも含め真剣に取り組まなければいけない。 

（会長） 

 三峰川を守る会でもそうした意見が出されたが、なかなか予算的に難しいという回答が

ありました。 

 それでは、この件について採択でよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

（会長） 

 この件については、採択といたします。 

 

５ 協議事項 

（１） 美篶地区の課題について 

  ・美篶駐在所について 

（会長） 

それでは、協議事項に入ります。美篶駐在所について説明をお願いします。 

（事務局） 

資料「伊那警察署美篶駐在所について」説明。 

（会長） 

 現況等について説明がありましたが、ご意見等お願いします。 

（委員） 

 このまま放置できないので、交番化構想は抜きにして、移転改築を地域として継続して

要望していくなど、具体的な行動に移さなければいけない。 

（会長） 

 最終的には県に要望していくことになるが、その前に伊那市や伊那警察署、地元県議を

通じてやらなければいけないと考えている。 

（委員） 

 早急に取り組むべきと思う。とりあえず、美篶地区が率先して動かないと進まない。 

（会長） 

 手良駐在所と統合した経過もあることから、手良に声をかけることも一つあると思う。 

（事務局） 

 市の危機管理課には、美篶地区にこうした動きがあるので、支援をいただきたいという

話はしてあります。 

（委員） 

 署名活動とかではなく、団体として要望していくということか。 

（会長） 

 地域協議会と区長会とで要望していくことはどうか。 

（委員） 

 それでいいと思います。 
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（委員） 

 場所はどうだとか、負担はどうなるのかなど付随的な問題は出てくると思うが、老朽化

したことから移転改築が必要だということを前面に出して早急に取り組むべきだ。 

（委員） 

 建設後４０年経過していることや下水道の繋ぎ込みなどタイミング的にも良いこと。交

番化構想もバイパスが開かなければ次のステップに行かないということであり、また、先

日、駐在所の敷地を見分したが、物置を壊すか、玄関を壊さなければ繋ぎ込みができない

状況であり、積極的に取り組むべきである。 

（委員） 

 移転改築の移転という言葉を入れるべきか、入れない方がよいのか。 

（委員） 

 ４０年前は今の車社会を想定していなかったので、今の場所では狭く相談に来ても駐車

場がない、また、相談も玄関先で立ってしなければならない状況にある。用地の目途もあ

るので移転改築を要望していくべきと思う。 

（会長） 

 それでは、地域協議会と区長会の連名で早急に移転改築の要望活動を始めるということ

で、まず、市に相談して取り組むということでまとめたいと思いますが、よろしいですか。 

（異議なし） 

（会長） 

 ありがとうございました。それではよろしくお願いします。 

 本日予定していた内容は以上ですが、他はよろしいでしょうか。 

（な し） 

（副会長） 

 熱心に議論をいただきありがとうございました。以上で地域協議会を閉じます。 


